
今
回
の
措
置
は
こ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
の
も
の
で
、
８
月

中
旬
〜
下
旬
に
か
け
て
、
交

渉
権
を
農
区
に
任
せ
る
８
０

軒
分
の
委
任
状
を
集
め
、
九

電
に
対
し
特
定
記
録
郵
便
に

て
通
知
し
た
。

　

し
か
し
、
九
電
は
通
知
後

も
、
委
任
状
を
提
出
し
た
地

権
者
宅
を
訪
問
。
蔵
持
農
区

は
改
め
て
九
電
に
抗
議
を
行

う
と
と
も
に
、
蔵
持
用
地
委

員
会
名
で
各
戸
に
九
電
の
戸

別
訪
問
を
断
る
看
板
を
掲
示

し
た
。

な
い
場
所
で
は
す
で
に
工
事

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
」
と
い

っ
た
デ
マ
が
、
ま
こ
と
し
や

か
に
飛
び
交
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
噂
は
ま

っ
た
く
事
実
で
は
な
い
。
地

権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、

計
画
は
ス
タ
ー
ト
し
な
い
。

　

雷
山
川
流
域
の
優
良
農
地

の
中
央
を
縦
貫
す
る
た
め
、

農
地
の
転
用
手
続
き
、
農
業

振
興
地
域
か
ら
除
外
す
る
手

続
き
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
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蔵
持
自
治
会
は
１
０
月
１

０
日
（
日
）
、
臨
時
常
会
を

開
催
し
、
送
電
線
雷
山
川
ル

ー
ト
建
設
計
画
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
反
対
し
て
い
く
こ

と
を
決
議
し
、
あ
わ
せ
て
活

動
費
と
し
て
１
０
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
た
。
こ
れ
ま

後世に誇りをもって継承
できるよう、美田と景観･
生活環境を守
りましょう

送
電
線
雷
山
川
ル
ー
ト

　

建
設
反
対
を
決
議
！

で
送
電
線
建
設
反
対
の
活
動

を
続
け
て
き
た
蔵
持
農
区
の

要
請
を
受
け
、
自
治
会
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
決
議
。
自
治
会

と
し
て
反
対
意
思
を
表
明
し

た
の
は
、
東
蔵
持
自
治
会
に

続
き
、
２
例
目
。

　

７
月
２
４
日(

金)

、
蔵
持
農
区
と
有
田
・
有

田
中
央
地
区
の
地
権
者
代
表
は
九
州
電
力
株
式

会
社(

福
岡
市
中
央
区)

を
訪
れ
、
眞
部
利
應
・

代
表
取
締
役
社
長
宛
に
、
高
圧
送
電
線
雷
山
川

ル
ー
ト
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回
の
要
請
書
と
と

も
に
、
九
電
に
対
す
る
土
地
の
不
売
意
志
を
表

明
し
た
地
権
者
９
７
軒
分
の
署
名
を
提
出
し
た
。 　

送
電
線
や
変
電
所
が
新
設

・
変
更
さ
れ
る
場
合
、
さ
ま

ざ
な
な
申
請
手
続
き
が
必
要

と
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点

は
、
す
べ
て
の
申
請
手
続
き

は
、
地
権
者
の
同
意
が
あ
っ

て
初
め
て
可
能
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
送
電
線
計
画
を
め
ぐ

っ
て
は
、
「
す
で
に
建
築
許

可
が
お
り
て
い
る
の
で
、
今

さ
ら
反
対
し
て
も
無
駄
だ｣

、

あ
る
い
は
「
平
野
か
ら
見
え

工
事
の
手
続
き
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

九
電
に
土
地
を
売
り
ま
せ
ん
！

不
当
性
等
の
理
由
か
ら
、
雷

山
川
ル
ー
ト
建
設
計
画
の
白

紙
撤
回
を
求
め
た
。

　

同
日
、
午
後
に
は
前
原
市

役
所
を
訪
れ
、
松
本
嶺
男
市

長
に
、
不
売
署
名
の
写
し
を

添
え
て
建
設
反
対
運
動
へ
の

理
解
を
求
め
る
要
望
書
を
手

渡
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
７

月
２
１
日(

火)

、
Ｊ
Ａ
糸
島

本
店
を
訪
れ
、
松
尾
照
和
・

代
表
理
事
組
合
長
宛
に
、
建

設
反
対
運
動
へ
の
賛
同
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

九
電
の
計
画
で
は
、
Ｊ
Ａ
糸

島
の
直
営
産
直
所
「
伊
都
菜

彩
」
の
西
側
に
隣
接
し
て
２

２
万
ボ
ル
ト
（
既
存
施
設
の

３
倍
以
上
の
規
模
）
の
巨
大

な
変
電
所
が
建
設
さ
れ
る
予

定
。
変
電
所
建
設
に
よ
り
買

い
物
客
が
減
り
、
生
産
者
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と

を
訴
え
た
。

　

今
回
の
不
売
表
明
に
よ
り
、

送
電
線
通
過
予
定
ル
ー
ト
の

う
ち
、
雷
山
川
に
沿
っ
た
平

野
部
分
の
中
央
約
２
㎞
の
エ

リ
ア
が
面
的
に
ま
と
ま
っ
て

建
設
に
反
対
し
た
こ
と
に
な

る
。

蔵　持
自治会

地権者、土地不売の署名提出

蔵
持
農
区･

有
田･

有
田
中
央
地
権
者　

 
軒

　

九
電
に
よ
る
高
圧
送
電
線

雷
山
川
ル
ー
ト
建
設
計
画
に

対
し
、
一
昨
年
来
、
計
画
の

不
当
性
を
訴
え
反
対
運
動
を

続
け
て
き
た
蔵
持
農
区
は
、

一
致
団
結
し
て
九
電
と
対
応

す
る
た
め
、
交
渉
窓
口
を
農

区
に
一
本
化
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
計
画
の
妥
当
性
を
住
民

に
十
分
説
明
す
る
こ
と
な
く

地
権
者
宅
に
戸
別
訪
問
を
進

め
る
九
電
に
対
し
、
蔵
持
農

区
は
戸
別
訪
問
の
中
止
を
要

請
し
て
き
た
が
、
九
電
は
こ

れ
を
無
視
し
て
訪
問
を
継
続
。

雷
山
川
流
域
の
２
㎞
が
反
対

九
電
と
の
交
渉
窓
口
を
一
本
化

に
対
す
る
影
響
、
地
価
の
下

落
、
歴
史
的
景
観
・
田
園
風

景
の
破
壊
、
事
業
の
必
要
性

へ
の
疑
問
、
ル
ー
ト
設
定
の

　

優
良
農
地
の

中
央
を
縦
断
す

る
計
画
に
対
し
、

電
磁
波
の
人
体

蔵持農区

９７

九電の戸別訪問お断り看板

送
電
線
・
変
電
所
建
設
計
画　

６
０
ｍ
も
の
巨
大
な
鉄
塔
の

建
設
地
を
選
定
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
事
前
に
地
盤
等
の

地
質
調
査
が
な
さ
れ
る
。
九

電
の
当
初
の
計
画
で
は
平
成

２
０
年
秋
に
開
始
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
地
権
者
の
同

意
を
得
ら
れ
ず
、
い
ま
だ
に

行
わ
れ
て
い
な
い
。
「
電
気

事
業
法
」
４
８
条
に
よ
る
工

事
計
画
の
国
へ
の
届
出
も
ま

だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。


